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     今回は園でよく見られるお子さんの行動について、考えられる原因や対応例の一部を紹

介します。園生活の中で実際に起こったときの参考になればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなこと 考えられる原因 対応 

勝ち負けにこだわる 

（1 番になりたがる） 

 

１番になることに価値を

おいている 

 

・お子さんの特性に応じて、日頃から「早か

ったね！」などの声掛けばかりでなく、取

り組もうと頑張っている姿勢もほめる言

葉かけをする。 

・ゲームの楽しみ方を事前に確認する。 

（ゲームには勝ち負けがあり、いつも必ず勝

つ／負けるわけではないことや、みんなで

取り組むことが楽しい等を教える機会を

作る。） 

・負けた時の気持ちの切り替え方法を、一緒

に事前に確認しておく。切り替えが難しい

お子さんには、切り替えのきっかけになる

グッズを準備しておく。 

勝ったときに過剰に

喜ぶ 

負けた相手に対して、

挑発するようなこと

をいう 

相手の気持ちが汲み取れ

ず、自分中心の行動をとっ

てしまう 

・場面に応じて相手の気持ち等に気付くこ

とができるよう教える。 

・ロールプレイで喜び方等いろいろな表現

方法を見せて、どちらが良かったか、自分

はどう感じたか等を考えて、自分の行動を

客観的に振り返る機会を作る。（自分で気

付いて意識できるようにする） 
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こんなこと ありませんか？（あそびの場面） 

～園生活のなかでこんなことありませんか？～ 

 友だちが嫌な気持ちにな

る言葉を言ってしまう。 

勝ち負けにこだわる 

負けると癇癪をおこす 
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こんなこと 考えられる原因 対応 

始まる前から、やら

ないと拒否をする 

感覚の過敏（触覚、匂い等） 

手が汚れるのが嫌 

・苦手な感覚を減らす。 

・素材を変更する(のりをみずのりからステ

ィックのり、クレヨンは手につきにくい

ものなど) 

完成できるか自信がない。 

(不器用さがある) 

・どこが苦手か、どこに不安があるかを確認

し、指導員が隣で一緒にやってみる等成

功できるよう工夫する。 

・うまくできなくても恥ずかしいことでは

ないことを伝える。 

・友だちから見られるのが苦手な場合は、パ

ーテーションを使用して個別の空間を保

証する。 

興味がない。 

 

対象児が興味を持ちそうなもの（例：イラス

ト、キラキラシール）を活動に取り入れる。 

 

  

 

 

こんなこと ありませんか？（制作の場面） 

ちょっとした失敗

で怒る 

作業の途中で違うこ

とをし始める 

勝手に出ていく 

手が止まっている 

はじめから取り組

もうとしない 

 今回は、一部を載せております。この他にも考えられる原因や対応につ

いてまとめたものを、幼児教育研究所のホームページに掲載しておりま

す。ぜひご覧ください。 

園生活の中で、実際に起こったとき参考になればと思います。 


